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	東北大学原子分子材料科学高等研究機構(AIMR)の藤枝助手（現 早稲田大学理工学術院助教）、カデムホッセイニ主任研究者らのグループは、医学系研究科の阿部俊明教授、工学研究科の梶弘和准教授らの研究グループと共同で、眼の裏側のような狭い疾患部位（例：網膜）に細胞を大量に効率よく送り届けることが可能な移植基材（ナノカーペット）を開発しました(図1)。厚さ170ナノメートル（1ナノメートルは100万分の1ミリメートル）のナノカーペットは非常に薄く柔らかいため、注射針内に収納し射出することが可能です。この...
	上記の研究成果は、2013年12月4日（ドイツ現地時間）にドイツ科学誌Advanced Materialsオンライン版に掲載されます。
	図1：網膜下へ移植細胞を安定に送り届けることが可能なナノカーペット
	【研究の背景】
	本研究グループでは、ナノ厚に由来する高い柔軟性を有する高分子ナノシート（＊3）に着目し、これを細胞移植基材（ナノカーペット）として利用することを想起しました(図1)。ナノカーペットは生分解性高分子であるポリ乳酸グリコール酸共重合体を用いて作製し、膜厚170ナノメートル、直径数百マイクロメートルの円盤型にマイクロコンタクトプリンティング（＊4）を利用して成型しました。作製したナノカーペットは極めて柔軟なため、注射針内に収納し射出することが可能です(図2)。実際に、RPE細胞を載せたナノカーペットを...
	従来の細胞シート移植では、細胞が独力で組織化して自己支持性のシート構造をとるまで待つ必要がありましたが、ナノカーペットを用いることで、完全に組織化する前に移植を開始し、体内で細胞の組織化を促進することも可能になると考えられます。さらに、ナノカーペットの中には機能性物質を入れることも可能なため、磁性粒子などを封入すれば、磁石を用いて遠隔操作的に細胞シートを移植することができます。本技術は、視細胞以外の接着系細胞に対しても応用可能なので、iPS細胞に代表される幹細胞治療の実現を支援する医療材料として...

